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高校教育を考えるポイント

①学習に真剣に取り組む：フィンランド、シンガポール等からの示唆

②「探究」の再検討：アメリカの研究からの示唆

③STEM人材の育成：消えた“T”と“E”
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PISA2022の結果
（注目したい国：日本、シンガポール、エストニア、フィンランド、スウェーデン）

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf



PISAスコアの変遷（シンガポール）
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PISAスコアの変遷（日本）
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PISAスコアの変遷（フィンランド）
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【2003年：１位 ２位 １位 → 2022年：14位 20位 ９位】

（左より、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの順位）



数学に対する不安と成績の関係
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フィンランドにおける規律状況

⚫ 「すべて又は多くの授業で十分に学習できなかった」
⚫ 28％（※OECD平均：23％、日本：12％）

⚫ 「教師の話を聞いていなかった」
⚫ 35％（※OECD平均：30％、日本：6％）



デジタル先進国では
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• いずれも、教育のデジタル化が進んでいることに定評

• エストニアはPISAの上位国が定位置になりつつある
• 「ヨーロッパのシンガポール」

• スウェーデンでは、PISA2012、PISA2022とスコアが急落。
• 政権交代もあり、2023年以降はデジタル機器の利用を
抑制し、紙の教科書を重視する方針に大きく転換

• 一方で、産業界などからは懸念の声も



PISAスコアの変遷（エストニア）
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PISAスコアの変遷（スウェーデン）
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各国を比べてみると①
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• 「すべて又は多くの授業で十分に学習できなかった」
• スウェーデン：30％、フィンランド28％
• OECD平均：23％
• エストニア：18％、日本：12％、シンガポール:11％

• 「教師の話を聞いていなかった」
• スウェーデン：58％、フィンランド：35％
• OECD平均：30％
• エストニア：27％、シンガポール17％、日本：6％



各国を比べてみると②
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• 「（自分のデジタル機器によって）学習が妨げられている」
• フィンランド：41％、スウェーデン：37％
• OECD平均：30％
• エストニア：28％、シンガポール：27％、日本：5％

• 「（他人のデジタル機器によって）学習が妨げられている」
• スウェーデン29％
• OECD平均：25％
• フィンランド：23％、エストニア：22％、シンガポール：21％、日本：4％
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② 「探究」の再検討
～アメリカの研究からの示唆～
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そもそも「探究」とは？

「探究」とは何か？

A：教科横断的な学習
B：正解のない学習（or 解が一つではない学習）
C：自分で課題を設定する学習
D: 実社会・実生活上の課題を扱う学習



「科学的探究（”scientific inquiry”）とは、科学者が自然界を研究し、その成果から得られたエビデ
ンスに基づいて仮説を提唱する多様な方策のことである」
「探究は多面的な活動であり、
・観察すること
・質問をすること
・既知の事柄を知るために書物などのリソースを調べること
・研究を計画すること
・実験の結果に照らして既知の事柄を見直すこと
・データを集め、分析し、解釈するために道具を使うこと
・解や説明、予測を提案すること
・実験の結果を伝えること、
などを含むものである。」

「探究には、仮説の確認、批判的・論理的思考力の活用、他の説明の選択肢についての検討など
が必要になる。」
「生徒は探究のうち選択された側面について従事することになる。なぜなら、自然界を知るため

の科学的方法を知るが、同時に、完全な探究を実行するための能力を育む必要があるからであ
る。」
「「スタンダード」が探究を強調しているとはいえ、このことは科学の教授において単一のアプ

ローチを推奨するものと解されてはいけない。知識や理解、学習内容の基準において示されている
能力を身に付けるためには、教師は異なる方略を用いるべきである。実践的な科学の活動を行った
からといって、必ずしも探究が行われるわけではないし、科学について読むことが探究と整合しな
いわけでもないのである。」（National Research Council, 2000。筆者訳）

アメリカの事例（”scientific inquiry”の説明より）
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「探究」のレベル 問い 手続 解法

１．確認のための探究
前もって結果が分かっている場合に、活動を通じて原理を確認
する

✓ ✓ ✓

２．構造化された探究
与えられた手続きにしたがって、教師が示した問いについて実
験する

✓ ✓

3．指導された探究
生徒が自分でデザインしたり、選択した手続を用いて教師が示
した問いについて実験する

✓

４．オープンな探究
生徒がデザインまたは選択した手続を用いて、生徒自らが立て
た問いについて調査する。

「探究」の様々なレベル

(Banchi & Bell, 2008より)
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（白井俊『世界の教育はどこへ向かうか』（中公新書、2025年）p148）

「探究」の課題と理想
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③ STEM人材の育成：消えた“T”と“E”
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経済産業省資料より抜粋（030_s02_00.pdf）

これからの人材需給予測
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https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shin_kijiku/pdf/030_s02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shin_kijiku/pdf/030_s02_00.pdf


内閣府資料より抜粋 （0624_shiryo01.pdf）

戦略17分野の主要な製品・技術等
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https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2026/0624_shiryo01.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2026/0624_shiryo01.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2026/0624_shiryo01.pdf
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STEM=Science, Technology, Engineering, 
Mathematics

技術と工学はどこへ消えた
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